介護＋仕事＝家族の理解と協力

　ある日突然それは訪れました。
一人暮らしをしていた母が、何かが違うと感じたのは私だけではなかったようです。というのも、日常生活が営めていた母が、急に炊事ができなくなり、それをあせて金銭管理ができなくなったのです。私が仕事から帰宅すると、同居している義母から母の行動に異常が見られるということを近所の人が口にしていると聞かされました。「まさか。」と言ってみたものの、内心では、やっぱりという思いが交錯しました。次の休みに母と二人きりで時間を過ごすことで、母の行動および言動に異常があるのを確信しました。
それからは毎日嫁ぎ先である私の所に来て、「ご飯が食べられない。」、「お金を盗まれた。」、「娘がお金を財布から取って行った。」と言い、耳が遠いために電話での会話がままならないので、遠方に住む私の実姉の安否を義母に電話で確認するようせきたてるのです。
私の母は公務員だったので、一人で暮らせるだけの年金が支給されており、幸い生活に困窮するのはありませんでした。しかし、この状態では一人で生活させるのは危険であると判断し、私の嫁ぎ先の理解を得て同居することになりました。日中、家族の留守中は義母が主たる介護者として母の面倒を見てくれました。
しばらくは在宅介護という形をとっていましたが、徘徊や攻撃的な部分が目立ってきたため、在宅介護に限界を感じ施設でお世話になることに決めました。施設に入所した途端、認知症の進行が在宅のころよりも急速になり、面会に訪れる度に症状が悪化していくのを目の当たりにして、最悪の場合職を辞してでも母の世話をしようと考えたこともありました。しかし、現実的に考えた場合、在宅介護の難しさというものを十分理解できる立場であったため、断念せざるを得ませんでした。
そこで、祝祭日や自身の休日を利用して外泊の許可をいただき、家族と過ごす時間を作りました。その際に、徘徊や入浴といった事に対して家族の協力を得ることが必要不可欠であり、それに対してみんなが協力してくれたおかげで母もよりよい時間を過ごせたものと思います。私の子供達は、「母が宇宙人になった」という認識で接してくれていた為に母に対して排他的な行動がみられることはなく、私自身も介護職を続けながら母の世話をすることが可能であった上に最後をきちんと看取ることができたのは家族の理解と協力が大きかったと考えています。
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　今は、母の世話をしてくれた義母が加齢と共に認知および体力の減退が見られ、近い将来母の時と同じ状況になることも考えられますが、勤務先からは仕事を辞めなくていいようにサポートしていただけるという温かい言葉をかけていただいており、家族の協力と併せて私には心強いことだと感謝しております。今後もいろいろなことはあると思いますが、仕事と家庭の両立を図るべく努力していきたいと思います。
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